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う急増して 1912年には 155万人を超え、総人口 240.3万人の 64.5％を占めるようになった









住しているのは 422万人で、内モンゴル総人口の 17％を占める。その他の少数民族は 3.4％
を占める（表 0－２）。漢族の増加により、少数民族を漢民族文化への同化をさせる結果と
なっており、現実的には少数民族の言語と伝統文化の衰退が生じている。少数民族は自ら
文化をどのように継承し普及していくことが大きな課題である。                                                                                    
 
（２）内モンゴルに着目理由 









モンゴル族 漢族 その他の民族 総人口
1953年 88.8（14.6） 512.0（83.9） 9.2（1.5） 610
1962年 138.4（11.2） 1072.9（87.0） 22.1（1.8） 1233.4
1982年 249.0（12.9） 1627.8（84.5） 50.6（2.6） 1927.4
1990年 337.5（15.7） 1729.8（80.6） 78.4（3.7） 2145.7
2000年 399.5（17.1） 1846.6（79.2） 86.2（3.7） 2332.3
2010年 422.6（17.1） 1965.1（79.5） 83.0（3.4） 2470.7
表0-2．内モンゴル自治区における民族の人口（単位：万人、（　）内は％）
第1回～第6回までの人口センサスに基づき筆者作成。
時期 全人口（万人） 比率（モンゴル人：万人） 比率（漢人：万人）
19世紀初期 215 47.9%(103.0) 46.5%(100.0)
1912年 240.3 34.5%(82.9) 64.5%(155.0)
1937年 463 18.7%(86.4) 80.3%(371.9)
1947年 561.7 14.8%(83.2) 83.6%(469.5)
1949年 608.1 13.7%(83.5) 84.8%(515.4)
1953年 758.4 12.9%(98.5) 85.6%(649.3)










































































全称 少数民族の文化 少数民族文化政策 中国共産党 中国共産党第11期中央委員会第３回全体会議
略称 民族文化 民族文化政策 中共 第11期３中全会
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過程」（塚田誠之訳）費孝通編著『中華民族の多元一体構造』風響社、2008年、p.156。 

































































































































































































































































































































































うになった39。この決定によれば、1958 年から 1963 年に「内地」漢人地域の青年 570 万人































































の終結が宣言される前の 1977年 7月 16日の中共第 10期３中会では、華国鋒が中共中央の
主席、中央軍事委員会の主席に就任することを決議した54。当時、華国鋒は「毛主席の決定
したことはすべて支持し、毛主席の指示はすべて変えない55」という「二つのすべて」を宣

























































































































江沢民が 2000 年２月 25 日に広東省視察の際に行った講話の中で「三つの代表」重要思
想・スローガンを始めて提起した。その内容は、中国の「先進的な社会生産力の発展の要
求」、「中国の先進的文化の前進の方向」、「中国の最も広範な人民の根本的利益」の三つを


















































































ヵ所設置し、1979年に比べ 3.8倍に増加した。文化館は 631館、文化ステーションは 6710
ヵ所になった。1983 年に比べて、図書館は４倍（602 館）、博物館は６倍（190 館）に増加
した75。こうした基層レベルの公共文化施設は無料開放されている。例えば、「文化建設十
一五計画」（2006年～2010年）では、2010年までに都市部では、10万人ごとに公共文化サ



















































トを公布した76。2011 年 2 月 25 日、全六章 45 条で構成されている「中華人民共和国無形




















































































































































W（2017年 11月 20月最終確認） 
4 中国人大網 www.npc.gov.cn（2017年 11月 20日最終確認） 
5 『当代中国の民族工作』（上）前掲書、p.91。 















第 3号、東北大学東北アジア研究センター、1999年、pp. 89-90。 
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19 王柯「『少数民族』から『国民』への道程―現代中国における国民統合という視点から」
前掲論文、p.44。 
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29 『文化工作文献資料編集 1949—1959（一）』p.４。 
30 劉源泉『中国共産党少数民族文化政策研究』人民出版社、2014年、pp．116—117。 
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ソニドユウ旗に設定した。ソニドユウ旗のウランムチは最も早い時期(1956 年 6 月 17 日)













































































元の職業 文化館館長 団委幹部 文教科幹部 文化館幹部 文教科幹部




名前 エルへムト スチンドルジ エルドンダライ ナリントヤ レンホワー









































































































M は 1942 年に生まれた。小さい頃の M の生活は貧困であったが民族文化の沈積の深い
家庭に育った。すなわち、祖父と伯父が曲芸の有名人であり、小さい頃から二人の芸術薫
陶を受けたのである16。16歳（1958年）の時 M は通遼市 A 旗文芸工作隊の仕事につき、20
歳（1962年）から A 旗ウランムチの団員になった。1965年に内モンゴル自治区ウランムチ
全国巡回演出隊に参加し、全国の 12 省を回り上演した。彼は 40 年の仕事の間に A 旗ウラ
ンムチの団長、A 旗文化局局長、A 旗宣伝部党委員会書記の仕事を務め、2002年に 60歳で
退職した。 



















湖南省でのこと（1965年 7月 9日～21日） 
























広西省チワン族自治区でのこと（1965年 7月 21日～8月 5日） 






















































































　名称 発生した時期 　　　　　　　　            状況
 アルシャ右旗 1966年4月 団員の中には強制的に農村に下放され、労働改造に従事させられた。
















































































































































































統計によると、歌曲は 987作品、舞踊は 297作品、劇は 61作品、器楽曲は 237作品が創作









































































































































































































































































 M 団長（73歳） N 団長（47歳） 
履
歴 








































































































































































































































































































































































ルド調査に参加した Y 氏の口述である。 
















































































































































第一条 社会主義先進文化の振興および中華民族の優秀文化を継承するため、民間文化芸術    
事業の繁栄と発展を推進し、「中国民間文化芸術之郷」の命名および管理を規定化する。 


































































































































を結成し、500 人のアンダイ上演に参加することになった。私もその中の 1 人になった」。
そして Z は「養畜牧ガチャに育てられたのでアンダイの伝承・創造者とも言われる額尓敦











































Wを中心に 2009年５月 17日に「草の根芸術団体」を結成した。最初は 7人だったが、現






W と一緒に活動している L は農業に従事しており、仕事の間に約 20 年間アンダイ舞踊を
踊ってきたと言及する。Lは地域の人々やクロン旗における民族学校の児童生徒にアンダイ
舞踊を教えることを重視してきた。L の活動は評価され 2008 年に「無形文化遺産アンダイ
代表性伝承人」になった。 
























































筆者は 2015 年 5 月 25 日～6 月 27 日にクロン鎮において「モンゴル文化に対する地域住
民の意識についてアンケート調査」を行った。調査は 18歳以上のクロン鎮に居住している
地域住民を対象に、クロン鎮にある行政機関、医療機関、学校、地域の商店街に調査票を










族 58 人（15％）であり、そのうち漢族は 48 人（12％）である。性別にみると男性は 157
人（40％）、女性は 231人（60％）である。調査回答者の年齢層をみると、10代が 98人（25.3％）、
20 代 102人（26.3％）、30代 86人（22.2％）、40代 41人（10.6％）、50代 36人（9.3％）、








































































モンゴル族 318（97.2） 9（2.8） 327（100）
漢族 43（89.6） 5（10.4） 48（100）
満族・回族 10（100） 0（0） 10（100）
371（96.4） 14（3.6） 385（100）
10代 94（95.9） 4（4.1） 98（100）
20代 96（94.1） 6（5.9） 102（100）
30代 80（95.2） 4（4.8）） 84（100）
40代 41（100） 0（0） 41（100）
50代 36（100） 0（0） 36（100）



































モンゴル族 282（90） 26（8.3） 2（0.6） 4（1.3） 1（0.3） 315（100）
漢族 37（88.1） 2（4.8） 3（7.1） 0（0） 0（0） 42（100）
満族・回族 9（90） 1（10） 0（0） 0（0） 0（0） 10（100）




番号 職業 年齢 内容
1 公務員 55 アンダイ文化の価値は高くもっと広げるべきである。私たちクロンの人々の自慢である。












8 教師 32 クロン地域以外の人々にもアンダイ文化を広く紹介し、故郷の風俗、文化を継承すべきである。





























モンゴル族 173（52.4） 157（47.6） 330（100）
漢族 12（25.5） 35（74.5） 47（100）


























163（85.3） 9（4.7） 19（9.9） 191（100）
現在のアンダイ体操をアンダイ文化として見ています 161（84.3） 23（12.0） 7(3.7） 191（100）
アンダイは時代の変化に適合し創られています。アンダイの変化を肯定的に
見ています
146（76.4） 33（17.3） 12（6.3） 191（100）
アンダイのさまざまな変化では伝統アンダイの本質部分が失われていると
思います。アンダイの変化を否定的に見ています





































                                                   
1 耿学剛・譚宏宇「モンゴル族アンダイの美学特徴に関する考察」『アンダイ文化研究論集』
内モンゴル人民出版社、2009年、p.378。  


















15 白翠英「ホルチンモンゴル劇の発生と発展」『黒龍江民族文化叢書』1997年 p.90。 
16 通遼日報（2009 年 8月 6日） 
17 巴・蘇和主編『アンダイ之郷―クロン旗歴史文化概要』内モンゴル文化出版社、2010年
12 月。 
18 サルラ主編『クロンアンダイ史論』内モンゴル文化出版社、2012 年。 
19 アンダイ文化を各機関、企業、学校、兵営、社区、農村に浸透させることを指す。 
20 白翠英・刑源等『アンダイの起源とその発展』1983年、p.38。 













































































































































































学年 男性 女性 合計
小・６ 40（51.9） 37（48.1） 77（100）
中・１ 48（49.5） 49（50.5） 97（100）
中・２ 35（42.7） 47（57.3） 82（100）







































































































































































































































































































































































自覚している 自覚していない 関心がない 無回答 合計
小６ 58（75.3） 7（9.1） 12（15.6） ０（０） 77（100）
中１ 81（83.5） 3（3.1） 12（12.4） １（１） 97（100）
中２ 64（78） 3（3.7） 14（17.1） １（1.2） 82（100）
























































自覚している 147 72.4 25 12.3 31 15.3 203
自覚していない 5 38.5 5 38.5 3 23.1 13
関心がない 15 39.5 12 31.6 11 28.9 38
無回答 2
168 65.6 42 16.4 46 18.0 256























































                                                                                                                                                     
16 同上、p.61。 
17 義務教育教科書語文『教師教学用書（1年級・下』内モンゴル教育出版社、2014年、p.48。 
18 「ジャルト旗 Aモンゴル族小学校創立 30周年記念」雑誌より。 




21 『通遼日報』2008年４月 21日。 

















































































































































































































































































































患 者 と ア
ン ダ イ 歌
手の関係













意識歌 と 踊 り
を中心に
































































































































































































































































































                                                   
1 毛里和子『周縁からの中国―民族問題と国家』東京大学出版会、1998年、pp.45－46。 
2 文化部「1950年全国文化芸術工作報告と 1951年計画要点」 


















17 包妮娜「アンダイ舞の伝統形態および伝承」中央民族大学修士論文、2011年 4月、p.43。 
18 張麗煒「アンダイ舞の特徴および社会的機能に関する考察」前掲論文、p.23。 
19 山城千秋「ボリビアのオキナワ移住地における琉球芸能の伝承」前掲論文、p.139。 












































































































































































































































性別：1）男   2）女 
年齢：（   ）歳 
民族：1）モンゴル族  2）漢族   3）その他（   ）族  
  
Ⅰ.あなたの基本状況についてお伺いします。 
1．あなたの職業を教えてください。（        ） 
 
2．あなたの出身地を教えてください。 
（    ）旗  （    ）鎮 （    ）村 
 
3．あなたの最終学歴を教えてください。 
A．小学校     B．中学校       C．高校     D.専門学校・短大 
E. 大学      F.その他（        ） 
 
4．あなたは家庭のなかで会話において、どんな言語で話していますか。 




A．生まれてからずっと    B．10年以上    C．10年未満～5年     

















地域の伝統行事活動に参加し、地元の人々と交流するのが楽しい A B C D E 
伝統行事活動は観光客を誘致するのに役に立つ A B C D E 
伝統行事活動を行うことを通じて、地域の人々に 
モンゴル文化の良さを伝えられる 
A B C D E 
地域のなかにもっと伝統行事活動を行うべきだ A B C D E 
 
7．あなたが「地域で活発な活動をしている」と思う芸術団体を教えてくだい。 
A．草の根芸術団体                         B．ウランムチ芸術団体          
C．その他（              ） D．わからない 
 
8．クロン旗は「アンダイ文化の郷」として命名されたことについてご存知ですか。 







アンダイ文化郷の指定は表層的なスローガンだと思う A B C D E 
アンダイ文化の郷の命名により地域の活性化が進んでいる A B C D E 
アンダイ文化の普及を推進した A B C D E 
アンダイ踊りを踊る人は増えた A B C D E 
モンゴル族の伝統文化をもっと意識するようになった A B C D E 
アンダイ文化の郷の命名は地域の人々の自慢になる A B C D E 


















私はテレビや祭りでアンダイの踊りを見るのが好きです A B C 
機会があれば私もアンダイ体操をやりたいです A B C 














A B C 
現在のアンダイ体操はアンダイ文化として見ています A B C 
アンダイは時代の変化に適合し創られています。アンダイの変化を肯定的に見ま
す 
A B C 
アンダイのさまざまな変化では伝統アンダイの本質部分が失われていると思いま
す。アンダイの変化を否定的に見ます 















D．相撲             E．競馬               F．モンゴル歴史    
G．その他（         ） 
 
Ⅲ．民族意識についてお聞きします 















F．その他（                      ） 
 
14．あなたはモンゴル人であることで困ったことがありますか。 


















モンゴル族としての伝統文化を守るべきだ A B C D E 
モンゴル族の一員であることに誇りをもつべきだ A B C D E 
モンゴル人であることが好きである A B C D E 
モンゴル族はほかの民族と違うと思う A B C D E 
民族学校ではもっとモンゴル族の歴史や伝統文化を教えるべきだ A B C D E 
中国人としてあなたはどのように考えていますか 
中国人としての中華文化を学び守るべきだ A B C D E 
中国人の一員であることに誇りをもつべきだ A B C D E 
中国人であることが好きである A B C D E 
中国の各民族は大家族である A B C D E 










ものです。各質問に対して、あてはまる個所に○をつけてください。（ ）や   内に
は数字や文書をご記入ください。 
 
学年：   A．５年   B． ６年 
性別：   A．男    B．女    
 
Ⅰ．あなたの家庭の基本状況についてお聞きます。 
1． あなたは何人家族ですか（    ）人 
 
2． 親の職業を教えてください。 
 1）父親（            ） 2）母親（             ） 
 
3． あなたの出身地を教えてください。       
（    ）旗  （    ）鎮 （    ）村 
 
Ⅱ．あなたの学校での生活についてお聞きします。 
4． あなたは、学校生活を楽しんでいますか。  
A．たいへん楽しい     B．だいたい楽しい       C．あまり楽しくない   
D．ぜんぜん楽しくない     E．わからない 
 
5．あなたの得意な教科はなんですか。 
 A．算数      B．モンゴル語     C．漢語文      D．英語 
 D．体育      E．社会        F．道徳       G．音楽 
 H．得意な教科はない  
 
6．あなたは学校での勉強や成績に困ったときにまず誰に相談しますか。 
 A．家族    B．学校の先生    C．塾の先生    D．友たち 






A．趣味/スポーツ    B．得意な教科     C．出身地      D．家族 





 A．テレビを見ること   B．スポーツをすること     C．音楽を聞くこと     
D．パソコンでゲームをすること    E．その他（        ） 
 




モンゴル語放送 □ ニュース番組 □スポーツ番組 □娯楽番組 
□ 映画番組  □アニメ番組 □その他（   ） 
中国語放送 □ ニュース番組 □スポーツ番組 □娯楽番組 
映画番組  □アニメ番組 □その他（   ） 
 
SQ2．問 8 で B を選んだ人はお答えください。（Bを選んでいなかった人は SQ1 あるいは
SQ3へ進んでください）あなたが、もっとも好きなスポーツはなんですか。 
 a．サッカー       b． バレーボール      c．レスリング（相撲）  
d．バドミントン     e．卓球        f．その他（        ） 
 
SQ3．問 8 で C を選んだ人はお答えください。あなたが、もっとも好きな音楽はなんです
か。 
 a．現代流行歌（漢族）   b．現代流行歌（モンゴル族） 




A．モンゴルダンス/歌   B．馬頭琴     C．ピアノ       D．バイオリン 
E．水泳    F．書道        G．その他（        ） H．習っていない 
 




a．親に言われたから        b．先生に薦められたから 
c．自分が好きですから       d．ほかの友達がしているから     
e．その他（                 ） 
 
SQ2．問 9 で○をつけた習い事をどこで習っていますか。一つ一つン習い事について場所
を教えてください。下記の場所の（   ）にその習っているものを記入してください。 
a．少年宮（           ）  b．文化館（             ） 
c．家（          ）     d．学校（             ） 





 A．生まれてからずっと    B．5年以上    C．3～5年未満     




 A．知っています       B．知りません 
 
SQ1．問 11 で A を選んだ人はお答えください。（B を選んだ人は問 12 へ進んでください）
あなたはクロン旗が「アンダイ文化の郷」であることを誰に教わりましたか。あてはまる
ものすべてに○をつけてください。 
 a．家族に教えてもらいました     b．学校の先生に教えてもらいました 
 c．テレビ・ラジオ放送でわかりました d．地域のお祭りに参加してわかりました 














A．知っています     B．知りません 




 a．家族に教えてもらいました     b．学校の先生に教えてもらいました 
c．テレビ・ラジオ放送でわかりました   e．その他（                ） 
 
14．あなたはアンダイ体操とラジオ体操のどちらが好きですか。 
 A．アンダイ体操       B．ラジオ体操      C．どちらとも言えない 
 
SQ1．問 14 で A を選んだ人はお答えください。( B を選んだ人は SQ2 へ進んでください)
あなたはラジオ体操よりアンダイ体操が好きな理由を教えてください。あてはまるものセ
すべてに○をつけてください。 
 a．アンダイ体操はラジオ体操より美しいから         
b．アンダイ体操は体によいから 
 c．アンダイはモンゴル族の文化であるから   











 A．これからも教えてほしいです（理由：                   ） 







 A ．自覚しています      B．自覚していない  C．関心がない 
 








 f．その他（                      ） 
 
17．あなたは、家族内では、どの言語でコミュニケーションを行っていますか。 
  A．漢語    B．モンゴル語    C．漢語とモンゴル語   D．その他




 A．言語            B．モンゴル歌/ダンス         C．祭り  
D．相撲            E．競馬                      F．モンゴルの歴史    









































私は漢語よりモンゴル語で話すのが好きです A B C D E 
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親にいつもモンゴル語で話すように言われています A B C D E 
私はモンゴル人の友達より漢族の友達がほしいです A B C D E 
私はモンゴル歌やダンスが好きです A B C D E 
私はモンゴル族の儀礼について親に教えられています A B C D E 
私はモンゴル人の儀礼についてあまりわからないです A B C D E 
私はモンゴル族の伝統文化をもっと保護すべきだ思います A B C D E 
私はモンゴル族がほかの民族と違うと思います A B C D E 
私はモンゴル人であることが好きです A B C D E 
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